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有性生殖をおこなう生物において、機能的な生殖細胞
の形成は、種の保存のための根源的な機能である。多く
の生物の雄では、生涯を通じ、精子が作られ続けてい
る。これは、生殖幹細胞が自己再生能と分化能をもって
いることによる。
ショウジョウバエの精巣は、左右一対の細長い袋で、

らせん状にねじれている。精巣の前端にはハブと呼ばれ
る体細胞性のニッチ細胞が存在する。ショウジョウバエ
の精子形成は、ハブに接着している生殖幹細胞（male
germlinestemcells;mGSCs）の分裂により行われる

（GonczyandDiNardo,１９９６）。一方の娘細胞は生殖幹細胞
を維持し、もう一方の娘細胞は、シスト細胞に包まれて
gonialblastとなる。gonialblastは１齢幼虫期から存在す
るが、３齢幼虫になると先端部のgonialblastが４回の不
完 全 分 裂 後、１６の 細 胞 か ら な る 精 原 細 胞
（spermatogonia）を生じる（Tihen,１９４６）。３齢幼虫期の
精巣の大部分で精原細胞が占められるようになる。蛹期
になると、１６細胞は減数分裂を経て、６４細胞からなる精
母細胞（spermatocyte）へ分化する。精母細胞の成長、
形態変化を経て、精細胞（spermatid）を通して、精子が
形成される。生殖細胞では、fusomeと呼ばれる特異な細
胞内構造が存在している。GSCやgonialblastでは、
fusomeは球形をしているが、精原細胞の分裂に伴い分
岐してくる。長く分枝したfusomeは、細胞質連絡の
ringcanalを通り抜けて、シスト内の精母細胞に広がる。
本研究では、精子形成の過程をinvitroで再構築し、精

子形成過程を詳細に調べることを目的としている。ま
ず、幼虫期の精巣からmGSCやgonialblastなどの若いス
テージの精原細胞を取り出し、様々な条件で培養した。
これらの細胞のほとんどは培養数日後には死亡するが、
一部の細胞はより進んだステージへ移行することがわ
かった。特に、基本培地であるM３（BF）培地にハエの
体液抽出液であるflyextract（FE）を加えると、コント
ロールに比べ、より進んだステージのcystcellの増加に
大きな差がみられた。また、雄の成虫から取り出した
maleflyextract（ME）の効果を調べた。MEは、雄の細
胞に特異的に効果があると考えられたが、細胞数の変
化、分化率共にFEと大きな差は認められなかった。こ

の実験により、invitroでの培養で、若いステージのcyst
cellも不完全分裂を行い、１６-cystcellまで移行すること
がわかった。さらに、mGSCは精巣から取り出した後で
も、分化能を保持していることが示唆された。これらの
培養細胞を免疫抗体染色した結果、ringcanalやfusome
の形態も正常であった（Kawamotoetal.,２００８）。

次に、３齢後期の幼虫の精巣から１６-cystcellを取り
出し、最終的に精細胞に分化するかどうかを調べた。そ
の結果、FEを培地に加えた場合、運動性をもつ精細胞
にまで分化することがわかった。また、３齢後期のみな
らず３齢前期の１６-cystcellも運動性をもつ精細胞に分
化することがわかった。これにより、１６-cystcellは ３齢
幼虫期にはすでに成熟した精子への自律的な分化能を保
持していることが示唆された。また、興味深いことに
FEを培地に加えていない条件下でも、１６-cystcellは次
のステージの細胞へと分化することが確認された。さら
に、ショウジョウバエの発生過程で重要な働きをしてい
る２つのホルモン、幼弱ホルモン（Juvenilehormone;JH）
と２０-ヒドロキシエクダイソン（２０-hydroxyecdysone;
２０E）が１６-cystcell以降の分化にどのように影響してい
るか調べた。その結果、２０Eを培地に加えた場合、JHを
加えたときに比べ、運動性を持つ精細胞への分化率が高
いことが明らかとなった。これにより、雄生殖細胞の分
化には２つのホルモンが何らかの影響を与えていること
が示唆された。
今後は、ホルモンなどの作用や、主要な成長因子の役

割を明らかにしたい。また、雄の精巣から樹立された生
殖幹細胞の細胞株を用い、不等分裂やシスト形成の詳細
を明らかにする予定である。
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